第６８回　日本建築法制会議 総会 議事録
日　　時　　：　２０１３年７月１６日（火曜日）１３時３０分～1６時３０分
場　　所　　：　東京都中央区京橋２－６－７　京橋区民館　５号室洋室
出 席 者　： ９名（敬称略・50音順）　
大山  宏、山東和朗・竹川忠芳、辻 英一・平松朝彦、眞柄榮毅、
室田達郎、柳澤孝次、山田利行、
◎主な情報発信（敬称略）と主な意見交換（⇒）
○提出資料（大山　宏）
：「社説　尖閣諸島を紛争のタネにするな」、読売新聞、１９７９年５月３１日

⇒　３０年ほど前の読売新聞社説は現在と大違い！
：「国連で、日本政府代表「笑うな、黙れ」中日新聞、２０１３年６月１日
：「４社１０基、再稼動申請　原発新基準満たさず」、東京新聞、２０１３年７月８日
：「米　秘密工作　CIA　元職員名乗り出て批判」、NHKニュース、２０１３年６月１１日
；「足尾から水俣、反原発へ没１００年を生きる田中正造」、NHKニュース、２０１３年６月８日
：「取調べの可視化を求める連続市民集会：

・Part 1　2013年７月３１日 午後６時30分～８時30分　弁護士会館２階 講堂クレオ
法制審議会特別部会の議論状況
　　　　　冤罪被害者が語る被害の実態
　　　　　パネルディスカッション
　・Part2　2013年9月11日 午後６時30分～８時30分　弁護士会館３階301室
　　　　　法制審議会特別部会で今、何を議論しているか
　　　　　講演　取調べの可視化が変える日本の刑事司法　：木谷　明、江川紹子
パネルディスカッション
：「取調べ映像提供　弁護士ら「支援団」」、読売新聞、２０１３年６月９日
：「冤罪生む構造、今も　免田事件再審無罪３０年」、熊本日日新聞、２０１３年７月１４日
：「学校耐震化：大阪・能勢、実施せず　統廃合計画、町議会予算認めず」、
毎日新聞、２０１３年７月１４日

：「震災の教訓積み上げ　岩沼の人口丘第１号９日完成」、河北新報、２０１３年６月２日
：「津波防災まちづくりの計画策定に係わる指針の策定」、国土交通省、平成２５年６月２０日
：「建築の原点に立ち返る－暮らしの場の再生と革新－東日本大震災に鑑みて（第二次提言）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、日本建築学会、２０１３年７月１６日締切

：「液状化対策の負担高額、住民の合意困難・・・浦安」、読売新聞、２０１３年６月７日

：「建築関連５団体「建築・まちづくり宣言」実現へ／具体的「行動」　示す」、建設通信新聞、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１３年６月７日

；「熊本城の復元難航・・・文化庁が手法に「待った」」、読売新聞、２０１３年６月４日
：「社会に役立つ存在アピール／『建築相談の普及ガイドブック』策定／士会連合会」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設通信新聞、２０１３年６月１７日

：「脱法シェアハウスでも住むしかないのか－　住宅　政策の貧しさが生む新手の貧困ビジネス－」、

松元千枝、週刊金曜日、２０１３年７月１２日
：「脱法ハウス：－一室１２人計画の所有者　管理組合提訴の構え」、
毎日新聞２０１３年７月１３日
：「脱法ハウス：「シェアハウス」類似２８件　２３区内に集中」、毎日新聞、２０１３年７月１４日
：「シェアハウス改築：設備負担が数千万円消防法特例除外で」、毎日新聞２０１３年７月１４日

⇒　法規が細かくなればなるほど、「手抜き」するやからが増えていく！
法規は、できるかぎり、シンプルに、わかりやすく、制定すべきではないのか。
：「２０１３年度　建築基本法制定準備会総会情報の紹介」、

・「　震災復興と建築と言語」、神田順、JIA  Architect of the Year 2012 010-011
・「建築基本法制定準備会　技術基準提言資料」

－安心して暮らせる社会へ、建築関連法規の現状課題、技術基準のありかた－
⇒大正８年（１９１９年）４月４日制定「市街地建築物法」と１９５０年制定の「建築基準法」とは

ほぼ同じコンテンツになっていることをあらためて再認識している。
⇒“建築物関係法規図解”（昭和４年６月２５日帝国工業教育会発行）山東和朗氏より回覧。
〇　提出資料（辻　英一）

：「罪深きはこの官僚　井上俊之国土交通省住宅局長、　耐震基準の「穴」を隠蔽して危険を放置」、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　　　選択、２０１３年６月
　⇒国土交通省 土地・建設産業局に、建設業課があり、住宅局に建築指導課がある。　
：「「人生完了」自ら幕引きオランダ　安楽死１０年で倍　反対も根強く」、朝日新聞、２０１３年４月１９日
：「耐震強度偽装：行政責任を認めず　最高裁判決」、毎日新聞、２０１３年３月２６日
：「一貫構造計算プログラムの法的位置づけとバグの扱いはどうなる」、星睦廣、

建築技術、２０１３年４月
：「ミューザ天井崩落は法廷対決へ、市の賠償請求に応じず」、日経BP社、
⇒天井ばかりでなく、設備配管などの落下も多発している。

：「天井の落下　耐震補強では防げない」、川口健一、朝日新聞、２０１３年６月２９日

：「建築関係訴訟の現状と課題」、岡崎克彦、建築コスト研究、２０１０年AUTUMN,

⇒設計とは、そもそも、何をすることなのかを問いたい！　
⇒最前線のStructural Engineerらはどのように考えて設計しているのかがわからなくなってきているのではないのか、法規定などを満足していれば建物は壊れないという保証は無い。
⇒哲学者　Hannah Arendtを思い起こす。法規に従って造ったということは何の価値もない。
⇒竣工時の最終図面を永久保存すべきである。
〇提出資料〈平松朝彦〉

　： 「国立市は後藤新平による理想都市だった」、平松朝彦、２０１３年７月１６日　　　　

〇提出資料（室田達郎）

：「ミューザ川崎の天井落下事故について（日経記事に関する意見、感想）室田達郎
　⇒一般論として構造設計者が構造設計を所管すべき仕上材あるいは設備機器の種類は、
　近年増加の一途をたどる。そのようなものについても、注意深く目配りしなければならない。
〇提出資料（真柄栄毅）
：「前回総会の下記メモ※の続きタタキ台（　テーマなどスケジュールの素案など）　まがらひでき
· 前回５月２５日「日本建築法制会議１０周年記念事業」“メッセージ寄稿集〈案〉”の小冊子の作成に向けて
⇒　読んでもらうには、そもそも論でなくデータを見せる！
　⇒　我々は“　Old soldiers  never  die , but  fade away　！”となることでよいのだろうか。
〇回覧（山田利行）

；「第９回　清友会写真部写真展

· 会期：平成２５年８月５日〈月〉～８月１１日〈日〉

· 時間：１０時３０分～１８時３０分　最終日は１５時で終了

· 場所：ギャラリーくぼた本館　５階ギャラリー　東京都中央区京橋２－７－１１
